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７月６日（木）３・４限、恵那高校理数科３年生の課題研究発表会を実施しました。 

数学３班、物理５班、化学８班、生物１０班の計２６班が 

６会場にわかれ、理数科の全生徒が発表しました。３年間 

の課題研究の集大成である発表を１年生が聴講し、恵那高 

の探究活動のバトンを渡しました。 

 

 

 

 

今年は発表後の交流会（質疑応答）の時 

間を長く取り、３年生は後輩からの質問 

に答えました。「どうしたら良いテーマを

決めることができますか？」や「どうして

このテーマに決めましたか？」などの興

味津々な質問に、テーマ設定のコツを話 

したり、研究を進める上での苦労話を交えたりするなど、丁寧な回答に一年生も深くうなずきながら

聞いていました。また、１年生は質問するときの方法やマナーなど３年生をお手本にするなど研究と

発表について、深い学びの時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《課題研究取り組み風景》 

理数科の生徒達は、「課題研究」の授業内だけは

なく、早朝や休み時間、放課後も時間を割き、デー

タを取ったり、班で集まったりして実験を繰り返し

たりしてきました。課題研究の実験では、どの班も

うまくいかないことの連続です。しかし、「うまく

いかなかった」という結果を手に入れた生徒達は、

そこから新たな「問い」を立て、「どうしたら上手く

いくのか」と一歩一歩探究活動を続けてきました。

この粘り強く「問い」を発見し続ける活動が研究の

成果として実を結び、今回の研究発表にたどり着い

たといえます。生徒達３年間は本当によく頑張りま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の発表をもとにＳＳＨ生徒研究発表会（全国大会）や東海フェスタ（英語プレゼン）

各種外部発表へと進んで行きます。恵那高生のさらなる活躍に期待しています。 
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       化学班 

       数学班     《リハーサル風景》 


